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北海道中央部 におけるハクセキレイ繁殖個体の帰還状況

川辺 百樹1)

ReturnofbreedingWhiteWagtails1願 αc∫〃α01ゐ α1〃gθ η3

incentralHokkaido,Japan

MomokiKAwABE1)

は じ め に

バ ク セ キ レイ の 亜 種 ル伽oo'11001肋1〃9ε η5は,

日本列 島,サ ハ リン,沿 海州,千 島列 島,カ ムチ ャ ッ

カ半 島 な どで繁 殖 す る(Alstr6m&Mild2003).

日本 鳥 学 会(2000)は 本 種 を 北 海 道 でresident

breeder(留 鳥)と して い る.こ れ に対 し藤 巻

(2000)は 夏 鳥一 部 留 鳥 と し,河 井 ほか(2003)は

夏 鳥 一 部 が越 冬 と して い る.筆 者 も多 くが 夏 鳥 で

あ る と考 え て い る(川 辺1999,2003).本 種 は北

海道 に お いて人 為 的 環境 で普 通 に営巣 して い るが,

繁 殖 した 個 体 が 同 じ繁 殖 地 に帰 還 して い るの か,

また どの 程 度 の 割 合 で 帰 還 して い るの か にっ いて

十 分 解 明 され て いな い.そ こで 本 稿 で は北 海 道 中

央 部 にお け るバ ク セキ レイの 繁 殖 個 体 の帰 還 状 況

につ いて 報 告 す る と と も に生 息 地 と帰 還 率 と の関

係 にっ いて 考 察 す る.

調 査 地

調査は北海道中央部の上士幌町十勝三股 ・糠平 ・

東居辺で行なった(図1).

十勝三股(標 高約670m,北 緯43030.5ノ,東 経

143。9')は,大 雪山系の針葉樹林帯の中の集落で

ある(図2).1939年 に鉄道が開通 し,木 材の集積

地 として集落が形成された.集 落の西側を音更川

の支流,中 の川が流れているが,こ の付近には大き

な砂礫川原は見られない.調 査は貯木場とその周辺

の居住地で行なった.調 査地 の面積は約0.5km2

である.

1)ひ が し大 雪 博 物 館080-1403北 海 道 河 東 郡 上 士 幌 町 字 糠 平

Kamishihoro-cho,Hokkaido,080-1403,Japan

糠 平(標 高 約550m,北 緯43022ノ,東 経143Q12ノ)

は,十 勝 三 股 か ら約17km南 に位 置 し,大 雪 山系 の

針広 混 交 林帯 の中 の集 落 で あ る(図3).1924年 に

温 泉 地 と して 開 発 さ れ,民 家 ・旅 館 な ど約100軒

が あ る.1955年 の 糠 平 ダ ムの 完 成 に よ り集 落 の東

側 に人 造 湖 が 出 現 した.調 査 は集 落 と これ に近 い

湖 岸 で 行 な った.調 査 地 の 面 積 は約0.5km2で あ

る.

東 居 辺 は,糠 平 か ら南 東 約22kmの と こ ろ に位

置 す る居 辺 川 沿 い の農 耕 地 で あ る.居 辺 川 の両 岸

の氾 濫 原 が 伐 り開 か れ て 農 地 と な り,農 家 が 点 在

し小 学校 が あ る(図4).居 辺 川 はセ グロ セキ レイ

の生 息 に好 適 な砂 礫 の川 原 を もっ網 状 流 河 川 で あ

る.調 査 は居 辺 川 の 標 高200m(北 緯43011'42",

東 経143022/47")付 近 か ら東 居 辺 橋(標 高240m,

北 緯43013/32",東 経134022'36")で の河道 と両岸

の家 屋 周 辺 で行 な った.調 査 地 の面 積 は約1.7km2

で あ る.

年 平 均 気 温 は十 勝 三 股 が1.90C,糠 平 が3.50C,

東 居 辺 が5.4℃ で あ っ た.年 平 均 降 水 量 は糠 平 が

1298mm,東 居 辺 が897mmで あ った.な お,観

測 値 は糠 平 が1979～2000年 のAMeDASア メ ダ ス

デ ー タ,東 居 辺 が 約6km西 方 の ア メ ダ ス上 士 幌

観 測 点 で の1978～2000年 の デ ー タで あ る.十 勝 三

股 は旧 国 鉄 十 勝 三 股 駅 で の1974～1978年 の観 測 記

録 に よ る.バ ク セ キ レイ の生 息 に大 き く影 響 す る

と考 え られ る融 雪 時 期 は,年 変 動 が あ るが,東 居

辺 が3月 下 旬,糠 平 が4月 中旬,十 勝 三 股 が4月

下 旬 で あ った.各 調 査 地 の概 要 にっ い て は,川 辺

HigashiTaisetsuMuseumofNaturalHistory,Nukabira,



52 ひがし大雪博物館研究報告 第27号

9

b● ・c

＼

3。

～

41

一44。

一43。

図1.調 査 位 置 図.a:十 勝 三 股b:糠 平c:東 居 辺

Figure.1.Locationofstudysites.a:Tokachi-Mitsumata,

b:Nukabira,c:Higashioribe

図2.十 勝 三 股(バ ク セ キ レ イ は家 屋 や 貯 木 場 の 丸 太 に

営 巣 す る)

Figure.2.Tokachi-Mitsumata

図3.糠 平(バ クセ キ レイ は家 屋 で 営 巣 す る)

Figure.3.Nukabira

図4.東 居辺(ハ クセ キ レイ は 牛 舎 で よ く営 巣 す る)

Figure.4.Higashioribe

(2005)も 参 照 して い た だ きた い.

方 法

育雛 中 に巣 の近 くにか すみ網 を設置 し,繁 殖個 体

を捕 獲 した.カ ラー リング と環 境庁(当 時)の ナ ン

バ ー リングを組 合 わせ 個体 識 別 を した.十 勝 三股 ・

糠 平 ・東 居 辺 で の標 識 期 間 は,そ れ ぞ れ1978年6

月 か ら1984年6月,1977年7月 か ら1983年7月,

1980年7月 か ら1984年5月 で あ った.帰 還 個 体 の

観 察 は,十 勝 三 股 と糠 平 が1988年 ま で,東 居辺 が

1987年 ま で行 な った.数 値 の検 定 に は フ ィ ッシ ャー

の 直接 確:率検 定 を用 い た.

結 果

繁 殖 中 に捕 獲 し リ ング を付 け たバ ク セ キ レイ の

親 鳥 は,十 勝 三 股 が8羽,糠 平 が13羽,東 居 辺 が

16羽 で あ った.そ の帰 還 状況 を表1に 示 す.全 体 で

は標 識 した翌 年 の帰還 率 が35.1%,2年 後 が16.2%,

3年 後 が8.1%,4年 後 が5.4%で あ っ た.1例 で

あ るが,標 識後5年 目まで帰 還 した例(雄)が あ っ

た.

雌 雄 ご と の帰 還 率 は,標 識 した翌 年 が 雄55.6%

雌28.6%,2年 後 が 雄22.2%雌14.3%で あ った.

翌年 は雄 の ほ うが 多 く帰 還 したが,サ ンプ ル数 が少

な い た め有 意 差 が認 め られ な か った(p=0.1419).
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表1.1977年 か ら1988年 ま で の十 勝 三 股 ・糠 平 ・東 居 辺 に お け る バ ク セ キ レイ の 帰 還数

Table1.NumberofreturnedWhiteWagtailsatTokachi-Mitsumata,NukabiraandHigashioribein

centralHokkaidofrom1977to1988

No.ofringed

individUalSnextyear

標 識 個 体 数 翌 年(%)

帰 還 数No.ofreturnedindividuals

aftertwoyearsafterthreeyearsafterforeyears

2年 後(%)3年 後(%)4年 後(%)
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1(25)

2(22.2)

3(23.1)

1(25.0)

1(11.1)

2(15.4)

1(25.0)

0(0)

1(7.7)

東居辺 ♂♂

Higashioribe♀ ♀

♂+♀

壇⊥

ρ0

5

1

1
⊥

3(60)

4(36.4)

7(43.8)

1(20.0)

1(9.1)

2(12.5)

0(0)

0(0)

0(0)

1(20.0)

0(0)

1(6.3)

全体 ♂♂

overal1♀ ♀

♂+♀

9

28

37

5(55.6)

8(28。6)

19(36.0)

2(22.2)

4(14.3)

10(18.0)

1(11.1)

2(7.1)

6(10。0)

2(22.2)

0(0)

3(6.0)

標 識 後1年 目 に帰 還 した もの の う ち78.6%が 前 年

の営 巣 場 所 の50m以 内 を 営 巣 場 所 と した.な お,

本 研 究 で は全 て の個 体 に つ い て な わ ば りを把 握 す

る た め の調 査 を行 な って い な い の で前 年 の営 巣 地

点 の50m以 内 で の 営 巣 した場 合 を同 じな わ ば りへ

の帰 還 と した.っ が い の両 方 に標 識 を っ け る こ と

が で きた7組 の うち,翌 年 も同 じ組 合 せ で っ が い

とな った の は2組 で あ った.

調 査 地 ご との帰 還 率 を み る と,標 識 した翌 年 の

帰 還 率 は東 居 辺 で43.8%,糠 平 で38.5%,十 勝 三

股 で12.5%で あ った.十 勝 三股 で の帰 還 率 が低 か っ

た が,有 意 差 は認 め られ なか った(東 居 辺vs十

勝 三 股,p-0.1355).ま た 標 識 後2年 目 の帰 還 率

は糠 平 が23.1%,十 勝 三股 と東 居辺 が12.5%で あ っ

た が,糠 平 と他2調 査 地 との 間 に有 意 差 は認 め ら

れ な か った(糠 平vs十 勝 三 股,p=0.5016;糠 平

vs東 居 辺,p-0.3962).

考 察

筆 者 の 知 る 限 り,こ の バ ク セ キ レ イ 亜 種

Mb'oc/1100肪01〃gε ηε8の繁 殖 個 体 の帰 還 率 に関 す

る報告 は他 の地域 か らは ない よ うで あ る.ヨ ー ロ ッ

パ に分 布 す る別 亜 種 のMα01肋 に つ い て は ,

Leinonen(1974)が フ ィ ンラ ン ド中央 部(北 緯620

02/62012',東 経24035'24。45')で の 帰 還 状 況 を

報 告 して い る.こ れ に よ る と,標 識 後1年 目の帰

還率が29.4%で あった.ま た同 じなわばりへの帰

還 は60.0%で あった.有 意差は認められなかった

が,今 回,雄 の帰還率が雌のそれよりも高かった.

フィンランドにおいても同様の結果が得 られてい

る(雄38.5%,雌26.3%).バ クセキ レイのっが

い形成 は,次 のように行なわれる.春 に雄は雌よ

りも早 く繁殖地にもどりなわばりを保有する.こ

のなわばりに入 った他の雄 は排除されるが,雌 は

排除されず,雌 がなわばりに留まることによりっ

がいとなる(川 辺未発表).し たがって,な わば

りを早 く保有するうえで,生 活経験のある前年と

同じ繁殖地へ帰還することが有利であると推測さ

れる.雄 の高い帰還率にはこのような要因がかか

わっている可能性がある.

今回調査を行なった3地 域 は,本 種 にとって異

なる性質をもっ生息地である.っ まり平野部の東

居辺(標 高220m程 度)は 開けた空間が周囲に連

続する農耕地帯にあり,融 雪時期も早い.こ れに

対 し,糠 平(標 高550m)と 十勝三股(標 高670m)

は大雪山系の森林帯のなかにあり,バ クセキ レイ

にとって孤立 した生息地 となっている.ま た標高

が高 く融雪時期 も遅い.た だ しこの両者 には大き

な相違点がある.人 造湖に隣接する糠平には本種

の生息に有利な大きな水辺空間があることである.

今回の調査では十勝三股 と他の2地 域 との帰還率

に有意差 はみとめられなかったが,十 勝三股の帰
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還率の低 さは春の採食条件の乏 しさなど生息に不

利な条件が作用 している可能性がある,と 筆者は

考えている.
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Summary

TheauthorinvestigatedthemovementsofWhiteWagtailbyattachingcolor

ringstothetarsusof370bjectsbreedingincentralHokkaidofrom1978to1988.

TheratioofreturnedWhiteWagtailwas35.1%inthenextyear,16.2%in2years

later,8.1%in3yearslater,5.4%in4yearslater,and2.7%in5yearslater.The

ratioofreturnedmaleandfemalewere55.6%and28.6%respectivelyinthenext

year,22.2%and14.3%in2yearslater.78.6%ofWhiteWagtailthatreturned

thenextyearnestedwithin50mfromthenestingsitesinthepreviousyear.The

ratioofreturninthenextyearwas43.8%atHigashioribe,38.5%atNukabira

and12.5%atTokachi・Mitsumata.AsTokachi-Mitsumatalocatesatthehighest

inthealtitude,itiscoveredwithsnowuntilthelasttendaysofApril.This

conditionisdisadvantageforWhiteWagtailtoinhabitinearlyspring.Therefore,

theremaybehighpossibilitythatthescarcityofthefeedingconditioninearly

springleadslowratioofreturnatTokachi-Mitsumata.


